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１ 研究の背景（目的）・主題設定の理由等 

2020 年は新型コロナウイルスによる休校の影響

で、学校現場では教育計画の再編成が求められた。

また、教科学習の時間の確保と感染症拡大防止の観

点から学校行事が削減され、実践校では職場体験も

中止となった。 

そのため、年度当初に計画された教育活動が削減

されることとなり、学習保障に向けたカリキュラ

ム・マネジメントが求められることになった。 

  特に、実践校で中止となった職場体験は、2005年

の文部科学省「キャリア教育実践プロジェクト」に

よって本格的に中学校に導入された活動で、「生徒

が直接働く人と接することにより、また、実際的な

知識や技術・技能に触れることを通して、学ぶこと

の意義や働くことの意義を理解し、生きることの尊

さを実感させること」が求められており、「生徒が主

体的に進路を選択決定する態度や意志、意欲などを

培うことのできる教育活動」として重要な意味をも

っている。生徒は体験により日常生活での自身の在

り方や、将来の自分の生き方について考え、その経

験を進路選択への大きなヒントとして役立ててい

る。職場体験の中止は、生徒のキャリア形成や進路

選択に大きく影響するため、教育課程上、代替する

教育活動の設置が強く求められることから、職場体

験の代替プログラムを開発、研究し、実践すること

とした。 

 

２ 研究の内容・研究の方法 

(1) 理論研究・先行研究 

ア 進路指導の６つの活動 

     中学校学習指導要領（平成29年３月告示）で

は、キャリア教育内で行われる進路指導は、キ

ャリア教育に包摂されるとともに、キャリア教

育の中核に位置付けられると考えられること

から、「進路指導の６つの活動（以下、６活動）」

をプログラムの視点として用いることとする。

文部省（1977）が示す「６活動」とは、①自己

情報の理解、②進路情報の理解、③啓発的経験、

④キャリア・カウンセリング、⑤卒業後の進路

選択・決定の支援、⑥卒業後の追指導のことで 

 

あり、特に自己情報の理解と進路情報の理解の

関係について、三村（2008）は「自己情報が進

路情報に出会うことで生き方の価値観が形成

され、価値観が形成されることにより、進路情

報の選択や活用の質が高められる」とし、自己

情報と進路情報をどうつなぐかが重要となる

としている。そのため、本研究では、６活動の

自己情報の理解と進路情報の理解に重点を置

いた学習を行い、生徒の進路情報の活用の質を

高めることをねらいとする。 

イ 検査による自己理解 

    生徒の自己情報の理解を促進するツールと

して、「職業レディネス・テスト［第３版］（以

下、VRT）」を実施する。職業に関する興味と自

信との関係、日常での興味・関心を客観的に測

定し、６つのパーソナリティ・タイプに振り分

け、職業興味を通して自己理解を促す検査であ

り、職業情報の収集や探索への動機付けも行う

ことができる。 

ウ 進路決定自己効力尺度 

生徒の進路決定に対する自己効力を測る尺

度として、「中学生用進路決定自己効力尺度（三

村・白石、2003）」を用いたアンケートを事前・

事後学習で実施する。2009年の先行研究（国立

教育政策研究所、2009)では、５日間の職場体験

の効果を、本尺度を用いて測定した結果、３因

子全てにおいて有意に上昇した。そのため、本

実践と先行研究を比較することによって、本実

践が代替プログラムとして成立するかを測る

一つの指標になると考えられる。 

エ 教育活動全体を通した進路指導 

中学校学習指導要領では、キャリア教育、進

路指導を行う際は、「特別活動を要としつつ各

教科等の特質に応じて」、「学校の教育活動全体

を通じ、組織的かつ計画的」に行うこととして

いる。本研究では、特別活動（学級活動）、道徳

科、総合的な学習の時間を使い、各教科、領域

を有機的に結び付けることによって学習を強

化し、社会的・職業的自立に向けて必要となる

資質・能力の育成に寄与することとする。 
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(2) 実践研究 

都内公立中学校、第２学年（男子25名、女子27

名、計52名、２学級）を実践対象とした。職場体

験を代替するプログラムとして、「職業人講話」を

設定する。「職業人講話」とは、社会人講師から職

業のもつ面白さや仕事との向き合い方等を直接

聞く取組であり、職業に対する知識を広げるとと

もに、自身の将来を考える機会となる。実践校で

は毎年２年生で実施しており、授業時数確保の観

点から、新しい取組を投入するよりも既存のプロ

グラムを用いてその事前学習を充実させる方が

実現の可能性が高いと考えた。また、「職業人講話」

は、多くの学校で取り組まれており、今年度以降

の実践可能性が高いと考えたことから、代替プロ

グラムの対象として設定することとした。表１の

第３次「職業人講話」を中心とした事前・事後学

習を含めたプログラムを開発し、実践した。 

表１ プログラム構成 
 教育課程上の位置付け：

授業時間 

内容 

第１次 学級活動：50分 ・進路決定自己効力尺度 

・VRT結果の分析、交流 

第２次 道徳科：50分 ・C勤労「清掃はやさしさ」 

第３次 総合的な学習の時間：
120分 

・職業人講話 
・振り返り 

第４次 学級活動：50分 ・職業紹介カード作成 
・進路決定自己効力尺度 

 

３ 研究の結果 

(1) 量的分析の結果 

「中学生用進路決定自己効力尺度」を用いたア

ンケートのうち、回答に不備のあったものや欠席

した生徒のものを除き分析の対象とした（ｎ=47）。

表２に、事前・事後アンケートにおける得点の変

化を示す。 

表２ 事前・事後アンケートにおける得点の変化（n=47） 

 第１因子 第２因子 第３因子 

事前 事後 事前 事後 事前 事後 

N 1917 2015 842 868 685 730 

M 2.9133 3.0623 3.5829 3.6936 2.9148 3.1063 

S.D. 0.8272 0.8075 0.7943 0.7906 0.8777 0.8104 

３×２の分散分析の結果、３因子群の主効果が

（F (1, 46) = 13. 08, p < . 01）で、１％水準

で有意であった。次に、因子得点ごとの事前・事

後の得点の差に違いが見られるかｔ検定を行っ

たところ、第１因子：「進路学習レディネス因子」

（t(46)=3.483,p<.01）及び第３因子：「主体的な

進路実現因子」（t(46)=3.483,p<.01)において有

意な差が認められた。 

 

(2) 質的分析の結果 

第１次では、「あまり大人数で遊んだり人と接

したりすることが好きではなかったけれど、社会

的タイプが出ていて向いていることが分かった

ので考えてみたい。政治家など、協力して日本を

良くしていくような仕事に興味をもった。」等の

記述があり、VRT による役割興味の理解が、職業

興味を生むことを示している。 

第２次では「自分もこの人みたいに、自分がど

んな仕事に就いてもその職業のプロフェッショ

ナルになりたいと思った。」等の記述があり、道徳

科によって将来の仕事への向き合い方や生き方

についての考えを深め、進路学習や進路探索への

動機付けが行われたことを読み取ることができる。 

 

４ 研究の考察 

本実践により、第１因子、第３因子で事前と事後

の有意な差があり、職場体験と同様とは言えないま

でも、進路決定自己効力については実際に体験を行

った場合に近い代替効果を得られることが分かっ

た。このことから、職場体験によって生徒が身に付

ける学習効果は、事前学習において、自己理解と職

業情報の理解に関する学習及び職業観に関する学

習を有機的に組み合わせてキャリア教育を行うこ

とによって、代替される可能性があることが分かっ

た。 

今回有意差が見られなかった第２因子「進路選択

への柔軟な姿勢因子」は、選択した進路や職業が自

分に合っていないと感じても、次の進路を柔軟に選

択しようと思うことができるかを問うものであり、

「キャリア・レジリエンス」として体験との関係性

が強いことが示唆されている。今回、体験そのもの

が失われたことによって第２因子が有意に上昇し

なかったのではないかと考えられ、プログラムにお

ける体験や実感をもつことのできる学習の重要性

が示唆される。 

 

５ 今後の展望 

今後もコロナ禍により同様のカリキュラム・マネ

ジメントが求められると考えられる。キャリア教育

においては「キャリア・レジリエンス」のように体

験でなくては獲得することが難しい学習があるこ

とを念頭に置き、代替プログラムを開発する必要が

ある。 


